
山
　

本
　

時
　

男
世
界
に
冠
た
る
「
メ
ダ
カ
博
士
」

米

代

川

が

遊

び

の

場

「
メ
ダ
カ
博
士
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
山
本
時
男
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
二
月
十
六
日
、
米
代
川

の
中
流
域
に
あ
る
ニ
ツ
井
町
富
根
（
旧
飛
根
村
）
で
、
八
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
。



山本が遊んだ生家裏の米代川

山
本
家
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
正
徳
、
享
保
頃
か
ら
長

百
姓
と
し
て
肝
煎
り
な
ど
村
の
諸
役
を
務
め
、
後
に
郷
士

と
し
て
帯
刀
も
許
さ
れ
た
名
家
で
あ
る
。
維
新
後
の
明
治

十
四
年
に
行
わ
れ
た
明
治
天
皇
の
東
北
地
方
巡
幸
の
際
に

は
、
天
皇
の
御
小
休
憩
所
に
も
指
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
幾

多
の
学
者
、
教
育
者
、
文
化
人
を
輩
出
し
て
き
た
。

さ
て
、
時
男
少
年
は
、
四
季
の
自
然
豊
か
な
米
代
川
の

河
畔
を
自
由
に
走
り
ま
わ
り
な
が
ら
元
気
に
成
長
、
そ
の

な
か
で
生
物
、
と
く
に
昆
虫
や
魚
類
に
対
す
る
関
心
を
深

め
、
そ
れ
が
、
後
に
動
物
学
を
志
す
動
機
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
。

富
根
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
山
本
は
あ
こ
が
れ
の
秋

田
中
学
に
進
学
、
優
秀
な
成
績
で
卒
業
す
る
と
、
官
立
弘

前
高
等
学
校
（
弘
前
大
学
の
前
身
）
を
経
て
東
京
帝
国
大

学
理
学
部
動
物
学
科
に
進
む
。

東
大
で
は
幾
人
か
の
先
生
か
ら
動
物
学
の
基
礎
を
学
ぶ

が
、
中
で
も
谷
津
直
秀
教
授
の
実
験
動
物
学
の
講
義
か
ら



強
い
影
響
を
受
け
、
そ
れ
が
山
本
の
専
攻
分
野
を
決
定
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
年
に
東
大
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
理
学
部
の
助
手
を
命
じ
ら
れ
、
山
本
の
学
者
と
し
て
の
人
生
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
山
本
は
旧
家
の
長
男
な
の
で
本
来
な
ら
家
を
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
家
督
は
二

男
の
達
郎
に
譲
る
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
旨
を
親
族
に
告
げ
て
諒
解
を
得
た
。

家
督
を
継
い
だ
達
郎
は
、
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
あ
と
郷
里
に
帰
り
、
国
語
担
当
の
高
校
教
師
を
務
め
な
が
ら
側

面
か
ら
兄
を
援
助
、
最
後
は
秋
田
県
立
十
和
田
高
校
や
同
じ
く
大
館
桂
高
校
の
校
長
を
歴
任
し
た
す
ぐ
れ
た
教
育
者
で

あ
っ
た
。

研
究
者
生
活
に
入
っ
て
六
年
目
の
昭
和
十
年
に
結
婚
し
た
山
本
は
、
翌
十
一
年
に
「
メ
ダ
カ
早
期
胚
に
お
け
る
律
動

性
収
縮
運
動
」
（
英
文
）
と
題
し
た
論
文
で
理
学
博
士
の
学
位
を
取
得
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
を
約
十
年
つ
づ

け
て
、
金
魚
、
マ
ス
、
シ
ラ
ウ
オ
な
ど
メ
ダ
カ
以
外
の
魚
類
の
卵
で
も
こ
の
よ
う
な
収
縮
運
動
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

専
門
家
の
解
説
に
よ
る
と
、
こ
の
運
動
は
筋
肉
の
未
分
化
な
卵
に
見
ら
れ
、
卵
表
下
の
ペ
リ
プ
ラ
ス
ト
と
い
う
原
形

質
の
収
縮
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
の
温
度
恒
数
（
見
か
け
の
活
性
化
熱
）
は
、
呼
吸
運
動
や
心
臓
搏
動
な
ど
と

は
異
な
り
、
発
生
速
度
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
運
動
が
発
生
を
速
め
る
の
に
関
係
す
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
た
。

ま
た
、
種
々
の
魚
卵
の
研
究
で
は
、
原
形
質
に
比
し
て
、
卵
黄
の
多
い
も
の
ほ
ど
運
動
が
顕
著
で
あ
り
、
し
た
が
っ



て
、
こ
の
運
動
は
一
種
の
攪
拌
作
用
で
、
卵
黄
の
吸
収
に
役
立
つ
も
の
と
、
山
本
は
推
論
し
た
の
で
あ
っ
た
。

名

古

屋

大

学

へ

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
、
名
古
屋
帝
国
大
学
に
理
学
部
が
創
設
さ
れ
る
と
、
山
本
は
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
、

夫
人
と
幼
い
長
男
を
伴
っ
て
名
古
屋
に
移
り
住
む
。
同
年
中
に
助
教
授
、
翌
十
八
年
に
は
教
授
に
昇
任
し
て
動
物
学
第

二
講
座
（
動
物
生
理
学
）
を
担
当
し
た
。

山
本
の
二
番
目
の
主
要
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
魚
卵
の
受
精
生
理
は
、
律
動
収
縮
運
動
研
究
の
後
期
と
重
な
る
か
た
ち

で
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
束
大
時
代
後
半
か
ら
名
大
時
代
の
前
半
に
わ
た
っ
て
約
十
七
年
間
つ
づ
け
ら
れ
た
。
こ

の
研
究
の
主
要
材
料
も
メ
ダ
カ
で
、
ほ
か
に
金
魚
、
ワ
カ
サ
ギ
、
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
研
究
途
上
の
昭
和
十
四
年
、
山
本
は
、
メ
ダ
カ
卵
の
浸
透
圧
測
定
結
果
に
基
づ
い
て
等
調
塩
液
を
調
製
し
、
等

調
液
受
精
法
を
創
案
す
る
。

そ
れ
ま
で
、
淡
水
魚
の
未
受
精
卵
は
水
に
浸
す
と
数
分
以
内
に
受
精
な
ら
び
に
付
活
能
力
を
失
い
、
魚
卵
の
受
精
・

付
活
の
生
理
学
的
研
究
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
等
調
塩
液
中
で
は
、
メ
ダ
カ
の
未
受
精
卵
は
数
時
間
も
受
精

能
力
を
保
ち
、
こ
の
間
、
受
精
や
発
生
が
正
常
に
営
ま
れ
得
る
の
で
あ
る
。

山
本
は
、
こ
の
方
法
を
用
い
て
一
連
の
輝
か
し
い
業
績
を
上
げ
、
昭
和
十
九
年
に
は
「
受
精
波
説
」
を
提
唱
す
る
。

こ
れ
は
、
未
受
精
卵
の
表
層
は
多
数
の
表
層
胞
で
満
た
さ
れ
て
い
る
が
、
精
子
貫
入
時
に
は
表
層
胞
の
崩
潰
に
先
立
っ



て
、
表
層
胞
を
崩
潰
さ
せ
る
「
波
」
が
伝
播
す
る
と
し
た
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
未
分
化
の
未
受
精
卵
細
胞
に
も
す

で
に
一
般
刺
激
系
と
類
似
の
「
刺
激
ー
興
奮
系
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
約
十
年

後
、
こ
の
説
は
、
ウ
ニ
卵
を
用
い
た
実
験
で
も
国
内
や
海
外
の
学
者
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
た
。

こ
の
等
調
塩
液
は
、
サ
ケ
、
マ
ス
等
の
養
殖
用
の
人
工
受
精
や
ア
イ
バ
ン
ク
の
角
膜
保
存
液
と
し
て
も
実
用
化
さ
れ

て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
も
末
期
の
昭
和
ニ
十
年
五
月
十
四
日
、
名
古
屋
地
方
は
米
軍
の
大
空
襲
を
受
け
、
名
大
の
研
究
室
も
全

焼
し
て
、
山
本
は
研
究
資
料
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま
う
。

山
本
は
、
家
族
は
郷
里
の
実
家
に
疎
開
さ
せ
て
い
た
が
、
動
物
学
第
二
講
座
は
、
国
立
信
州
大
学
の
仲
立
ち
で
木
崎

湖
畔
に
疎
開
、
半
年
間
そ
こ
に
滞
在
し
た
。

戦

禍

か

ら

の

復

活

徹
底
的
な
戦
禍
に
苦
し
め
ら
れ
た
山
本
だ
が
、
学
問
に
対
す
る
情
熱
は
少
し
も
衰
え
ず
、
名
古
屋
に
戻
っ
て
か
ら
は
、

新
し
く
性
分
化
の
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
不
死
鳥
の
よ
う
に
よ
み
が
え
る
。

メ
ダ
カ
の
性
染
色
体
は
オ
ス
Ｘ
Ｙ
・
メ
ス
Ｘ
Ｘ
で
あ
り
、
通
常
ヒ
メ
ダ
カ
は
オ
ス
も
メ
ス
も
体
色
は
緋
色
で
あ
る
。

山
本
は
、
非
常
に
ま
れ
に
出
現
し
た
白
の
メ
ス
と
緋
の
オ
ス
を
交
配
し
、
得
ら
れ
た
緋
の
オ
ス
を
白
の
メ
ス
（
親
）
に

戻
し
交
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
色
と
性
が
遺
伝
的
に
連
鎖
す
る
系
統
、
す
な
わ
ち
、
体
色
に
よ
っ
て
遺
伝
的
オ
ス



か
メ
ス
か
が
容
易
に
判
別
で
き
る
系
統
の
樹
立
に
成
功
し
た
。

山
本
は
、
こ
う
し
て
樹
立
し
た
系
統
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
性
分

化
の
転
換
を
確
定
的
に
立
証
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

山
本
が
行
っ
た
も
っ
と
も
重
要
な
実
験
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
巧
み
に
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
遺
伝
的
に
は
オ
ス
（
Ｘ
Ｙ
）
の
メ
ダ
カ
を
メ
ス
に
、
同
じ
く
メ
ス
（
Ｘ
Ｘ
）
の
メ
ダ
カ
を
オ
ス
に
性
転
換
さ
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
性
転
換
魚
同
士
の
交
配
を
実
現
し
、
さ
ら
に
、
天
然
に
は
ま
っ
た
く
存
在
し
得
な
い
オ
ス
Ｙ

Ｙ
・
メ
ス
Ｙ
Ｙ
の
交
配
に
も
成
功
し
た
。
こ
う
し
て
山
本
は
、
日
本
に
初
め
て
魚
類
の
発
生
遺
伝
学
を
確
立
し
た
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
で
は
、
孵
化
し
た
ば
か
り
の
稚
魚
の
段
階
で
遺
伝
的
に
異
な
る
系
統
を
選
別
し
、
独
立
し
た
容
器

で
飼
育
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
幼
魚
は
小
さ
な
水
槽
で
飼
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
多
く
の
実
験
を
行
う
た
め

に
は
つ
ね
に
成
魚
を
た
く
さ
ん
飼
い
、
卵
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
山
本
は
、
直
径
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
丼
型
の

瓶
を
い
く
つ
も
並
べ
て
メ
ダ
カ
を
飼
育
し
た
。

山
本
は
、
そ
れ
ら
の
瓶
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
エ
サ
を
与
え
、
水
換
え
を
し
て
メ
ダ
カ
を
大
切
に
育
て
た
。
な
に
し
ろ
、

世
界
中
で
山
本
の
と
こ
ろ
に
し
か
存
在
し
な
い
貴
重
な
メ
ダ
カ
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
山
本
は
、
家
に
帰
っ
て
も
、
ま
た
時
に
は
学
生
た
ち
に
対
し
て
も
メ
ダ
カ
と
は
言
わ
せ
ず
、
「
メ
ダ

カ
さ
ん
」
と
呼
ば
せ
た
と
い
う
。

山
本
の
研
究
成
果
を
系
統
的
に
見
る
者
の
誰
も
が
、
山
本
の
鋭
い
洞
察
力
に
基
づ
く
遠
大
な
計
画
性
と
、
実
験
に
当



た
っ
て
の
人
並
み
な
ら
ぬ
根
気
強
さ
、
丹
念
さ
に
驚
嘆
し
て
い
る
。

二
十
七
年
間
に
わ
た
る
名
大
在
職
中
、
山
本
は
数
多
く
の
学
生
や
研
究
者
を
指
導
し
、
彼
ら
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え

た
。
山
本
の
教
育
信
条
は
、
独
立
し
得
る
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
り
、
山
本
に
直
接
間
接
に
指
導
を
受
け
て
学

位
を
授
与
さ
れ
た
者
は
二
十
人
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

山
本
の
研
究
は
海
外
で
も
高
い
評
価
を
受
け
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
招
か
れ
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
の
五
力
国
を
三
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
訪
問
、
各
国
の
大
学
や
実
験
所
で
、
魚
類
の
性
分
化
に
関
す
る

講
演
や
討
論
を
行
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
に
は
、
第
十
六
回
国
際
動
物
学
会
議
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
に
日
本
学
術
会
議
代
表
と
し
て

出
席
、
引
き
つ
づ
い
て
九
月
に
は
第
十
一
回
国
際
遺
伝
学
会
議
（
ヘ
ー
グ
）
に
出
席
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
四
十
年
十
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
の
客
員
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
富
田

英
夫
博
士
を
伴
っ
て
渡
米
し
た
山
本
は
、
同
大
学
に
メ
ダ
カ
の
実
験
室
を
作
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
研
究
な
ら
び
に
研

究
指
導
を
行
っ
た
。

山
本
の
講
演
は
母
校
の
秋
田
高
校
で
も
何
度
か
行
わ
れ
て
お
り
、
講
演
内
容
に
触
発
さ
れ
て
名
古
屋
大
学
に
進
学
し

た
丸
野
内

棣

博
士
の
よ
う
な
Ｏ
Ｂ
も
存
在
す
る
。

他
方
、
山
本
は
日
本
動
物
学
会
評
議
員
、
日
本
遺
伝
学
会
幹
事
、
日
本
魚
類
学
会
評
議
員
な
ど
の
要
職
に
就
き
、
さ

ら
に
「
日
本
動
物
学
会
彙
報
」
（
英
文
）
、
「
エ
ン
ブ
リ
オ
ロ
ギ
ア
」
（
英
文
）
等
の
編
集
委
員
も
務
め
る
な
ど
、
関
連
学

会
の
発
展
に
も
多
大
の
貢
献
を
し
た
。



著
書
も
少
な
く
な
い
が
、
主
要
な
も
の
と
し
て
は
『
魚
類
の
発
生
生
理
』
『
動
物
生
理
の
実
験
』
『
メ
ダ
カ
の
生
物
学

と
品
種
』
（
英
文
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

長
年
に
わ
た
る
山
本
の
独
創
的
な
業
績
に
対
し
て
は
数
々
の
賞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
を
年
代
順

に
列
挙
し
て
み
る
と
、
日
本
動
物
学
会
賞
（
昭
和
二
十
五
年
）
、
中
日
文
化
賞
（
二
十
七
年
）
、
日
本
遺
伝
学
会
賞
（
三

十
二
年
）
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
科
学
・
技
術
賞
（
三
十
九
年
）
、
紫
綬
褒
章
（
四
十
六
年
）
と
つ
づ
き
、
昭
和
五
十
一
年
に

は
、
四
月
に
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
、
六
月
に
日
本
学
士
院
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

名
古
屋
大
学
を
昭
和
四
十
四
年
に
六
十
三
歳
で
定
年
退
官
し
た
山
本
は
、
招
か
れ
て
名
城
大
学
農
学
部
の
教
授
に
就

任
す
る
が
、
同
年
八
月
に
食
道
に
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
て
、
二
年
間
、
名
古
屋
大
学
付
属
病
院
で
入
院
生
活
を
送
る
。

一
時
は
水
も
喉
を
通
ら
な
い
よ
う
な
状
態
に
陥
る
も
の
の
、
丸
山
ワ
ク
チ
ン
と
気
力
で
そ
れ
を
克
服
し
て
復
職
、
再

び
教
壇
に
立
つ
。

し
か
し
、
六
年
後
に
今
度
は
胃
部
に
再
発
、
つ
い
に
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
五
日
、
家
族
や
大
勢
の
愛
弟
子
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
七
十
一
歳
を
一
期
に
そ
の
輝
か
し
い
生
涯
を
終
え
た
。

遺
骨
は
、
秋
田
に
も
ゆ
か
り
が
深
く
、
生
前
、
山
本
が
関
心
を
も
っ
て
い
た
蓑
虫
山
人
の
墓
が
あ
る
名
古
屋
市
内
の

長
母
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
一
部
は
分
骨
し
て
、
郷
里
に
あ
る
山
本
家
先
祖
代
々
の
墓
地
に
納
め
ら
れ
た
。
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